
1． 生命の本質を 探究する 理学と その知見を 応用する 学際的な分野と の連携のも と に、 自然・ 人間・ 社会に係る 幅広い
　  教養を 加え、 教育・ 研究を 展開し 、 新たな科学技術を 創造する と いう 応用生物科学科の基本理念に基づいて、 本学
   科で定める 人材育成等に関する 目的を 実現する ための学士の教育課程を 編成する 。
2． 真に実力を 身に付けた学生のみを 卒業さ せる 「 実力主義」 の伝統を 堅持し 、 厳格な教育課程を 実践する 。
3． 段階的な知識の修得を 図る ため、 一般的素養を 深める ための「 一般教養科目」 、 各専門分野の基盤を なす「 基礎科
　  目」 、 各専門分野に応じ た進路に必要な能力を 養う ための「 専門科目」 の3種類の授業科目を 体系的に配置する 。

生命生物科学科は、 生物科学の各分野にまたがる領域を統合し て体系
化するこ と により 、 動物・ 植物・ 微生物の生命現象を、 分子から 個
体・ 集団に至る多階層で解明でき る生物科学の基盤と 応用力を身に付
けた人材を育成する。

基礎遺伝子工学実験
（ 前期または後期）

※教員の異動などに伴い， 選択科目では開講さ れない場合があり ます。
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応用生物科学実験1
（ 前期または後期）

応用生物科学実験2
（ 前期または後期）

※下記は2024年度入学生が対象のため， 「 必修」 「 選択必修」 「 選択」 の区分や科目名称が2023年度以前入学者と 一部異なるこ と があり ます。
詳細は各自の入学年度の学修簿で確認し ， それに従っ て下さ い。 また一般科目は省略し てあり ます。

創域理工学部 生命生物科学科

人材育成等に関する目的 カリキュラム・ポリシー（抜粋）

学士課程1年次 学士課程2年次 学士課程3年次

科目系統図


